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― Practical Report on the Nursing Homes of Group Home Type ― 
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The effect on human development by the improvement of the dietary environment was investigated using analysis of the summarized records, 
observation of daily behavior, and a questionnaire to the staff for disabled and elderly persons in nursing homes of the group home type. The residents 
live in a small-mass unit which has a comfortable day-room with an open-kitchen in the center of the unit. The staff cooks meals in the small-mass unit. 
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 法人設立は 1983 年 7 月であるが，別機関が開設して
いた特別養護老人ホームの運営を移管されたのが 2006













 熊本調査：2008年 4月 2日，3日 
2008年9月14日 
高知調査１回目（入居直後）：2008年 1月16日，17日 










































図 1-1. 龍生園（熊本）平面図 
図 1-2. うららか春陽荘（高知）２階平面図 
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 図 2-2．入居者の居場所（高知） 
S（半年後） 
 
S（入居直後） Y（半年後） Y（入居直後） 
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図 2-1．入居者の居場所（熊本） 
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T（入居直後） H（入居直後） H（半年後） T（半年後） 
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 熊本について，上記 20 項目に加えて「個室および食
堂への愛着の形成時期（愛着を持ち始めると思われる時 
期）」を，要介護度別に分析した。 
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「個室」の 43％に対して「食堂」は 62％）。 
 
5．日誌等でみる入居者特性の変化 




















































































表 5-2．ADL 変化のパターン化 




緩やか変化タイプ △ やや改善 ４ポイント
直線的維持タイプ
悪化ストップタイプ




















































































































図 5-1．要介護度変化と ADL変化の関係（グラフ内の数字はユニット NO を表す） 
表 5-3．入居者別 ADL変化一覧 
入居時→最新変化タイプ 食事 入浴 着脱 昼排泄 夜排泄 寝返り 立ち上がり 移動 評価ポイント タイプ
４→４ ○維持 ○ ○ ○ ○ × ○ V V 22 やや悪化
４→３ ◎改善 ◎ ◎ ◎ V × ◎ W Λ 30 改善
４→４ ○維持 ○ ○ ○ ○ × Λ ◎ ○ 24 維持
３→４ ×悪化 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 25 維持
３→４ ×悪化 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ 28 やや改善
４→５ ×悪化 ▽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▽ 22 やや悪化
５→５ ○維持 ○ ○ Λ ○ ○ ○ ○ ○ 24 維持
４→３ ◎改善 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ × 23 維持
３→２ ◎改善 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 28 やや改善
４→５ ×悪化 ○ ○ △ ○ ○ △ ▽ ▽ 24 維持
４→４ ○維持 ▽ ▽ ○ △ ○ ○ ○ × 21 やや悪化
２→２ ○維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 維持
４→５ ×悪化 × ○ × × ▽ × ○ ○ 15 悪化
５→５ ○維持 ○ ○ ○ Λ ○ Λ △ ◎ 27 やや改善
２→２ ○維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 維持
４→３ ◎改善 ○ ○ ○ ○ ○ V ○ ○ 24 維持
３→２ ◎改善 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ W ○ 30 改善
２→１ ◎改善 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 維持
３→３ ○維持 ○ ○ ○ ○ ○ △ V ○ 25 維持
５→４ ◎改善 ○ ▽ ○ Λ ○ × ○ ○ 21 やや悪化
４→３ ◎改善 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ 26 やや改善
４→５ ×悪化 ◎ ◎ ○ △ △ ○ ○ ○ 30 改善
３→３ ○維持 ○ ○ ○ W ◎ ○ W ○ 26 やや改善
５→５ ○維持 × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 維持




















































タを有する分析対象数は，高知 49 名，「U」22 名である。 




45.4kg から 44.9kg に減尐しているのに対して，高知で
は 44.6kgから 45.7kgへ増加している。 

























































































































































































と検証―身体障害者 療護施設 D の実践報告―，日本
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